
夜
間
漏
水
調
査
に
ご
協
力
を

　
水
道
管
の
漏
水
調
査
は
、
わ
ず
か

な
漏
水
音
を
聞
き
取
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
め
、
車
両
の
通
行
量
や
水

道
の
使
用
が
一
日
で
最
も
少
な
い
深

夜
に
、
毎
週
1
区
域
を
決
め
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

冗
水
道
局
給
水
課

緯
　
・
1
1
5
1

24
冗
東
部
営
業
所

緯
　
・
3
3
2
6

38
冗
西
部
営
業
所

緯
　
・
6
3
3
3

47
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
ご
協
力
を

　
犬
の
放
し
飼
い
を
や
め
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
に
車
や
物
を
置
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
増
改
築

の
際
は
、
メ
ー
タ
ー
が
床
下
や
見
え

に
く
い
位
置
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

冗
水
道
局
業
務
課

緯
　
・
1
1
5
1

24
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
ご
加
入
を

　
5
人
以
上
の
団
体
で
お
申
し
込
み

を
。
掛
け
金
は
年
齢
、
種
目
で
異
な

り
ま
す
　
保
険
期
間
＝
4
月
1
日

（
4
月
1
日
以
降
加
入
の
場
合
は
、
入

金
日
の
翌
日
）～
来
年
3
月
　
日
31

冗
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

市
民
会
館
の
予
約
会（
来
年
4
月
使

用
分
）

　
と
き
＝
4
月
2
日
9
時（
受
け
付

け
8
時
　
分
～
）　
と
こ
ろ
＝
市
民

45

会
館
集
会
室
E
　
※
通
常
毎
月
1
日

で
す
が
、
4
月
は
休
館
日
の
た
め
。

冗
市
民
会
館

緯
　
・
0
2
6
7

23
建
築
確
認
申
請
手
続
き
の
変
更
に
ご

注
意
を

　
平
成
　
年
7
月
に
建
築
基
準
法
が

19

改
正
さ
れ
、
構
造
計
算
適
合
性
判
定

対
象
建
造
物
の
判
定
に
は
別
途
手
数

料
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
審
査
期

間
の
延
長
な
ど
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
、
余
裕
の
あ
る
工
事
期
間
の
設
定

を
お
願
い
し
ま
す
。

冗
市
役
所
建
築
指
導
課

改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
の
施
行

　
施
行
日
＝
4
月
1
日
　
主
な
内
容

＝
雇
い
入
れ
の
際
、
労
働
条
件
を
文

書
な
ど
で
明
確
に
す
る
▽
パ
ー
ト
労

働
者
の
待
遇
は
働
き
方
に
応
じ
て
決

定
す
る
▽
パ
ー
ト
労
働
者
か
ら
正
社

員
へ
転
換
す
る
機
会
を
与
え
る
▽

パ
ー
ト
労
働
者
か
ら
の
苦
情
の
申
し

出
に
対
応
す
る
―
な
ど
　
※
詳
し
く

は
お
尋
ね
を
。

冗
長
崎
労
働
局
雇
用
均
等
室

緯
0
9
5
・
8
0
1
・
0
0
5
0

中
小
企
業
の
人
材
育
成
に
補
助
金

　
市
内
の
中
小
企
業
の
経
営
者
や
従

業
員
な
ど
が
、
平
成
　
年
度
中
に
中

19

小
企
業
大
学
校
で
研
修
を
受
け
る
場

合
＝
受
講
料
、
旅
費
、
宿
泊
費
の
半

額
を
補
助（
1
企
業
当
た
り
上
限
十

万
円
）▽
事
業
協
同
組
合
な
ど
が
組

合
員
の
人
材
育
成
の
た
め
に
研
修
会

な
ど
を
実
施
す
る
場
合
＝
費
用
の
一

部
を
補
助（
上
限
三
十
万
円
）

冗
市
役
所
商
工
労
働
課

労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
の
ご
利
用

を　
賃
金
、
退
職
金
や
労
働
時
間
、
雇

用
な
ど
労
働
問
題
全
般
に
関
す
る
相

談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
▽
職
員
に
よ

る
相
談
＝
月
～
金
曜（
祝
日
を
除
く
）

9
時
～
　
時
　
分
　
※
電
話
相
談
も

17

45

応
じ
ま
す
　
緯
0
1
2
0
・
7
8
3
・

3
6
9（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
・
携
帯
電

話
か
ら
は
不
可
）、
緯
　
・
8
1
1
0

25

▽
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
相
談
＝

毎
月
第
2
、
4
水
曜（
祝
日
を
除
く
）

　
時
　
分
～
　
時
　
分
　
※
来
所
相

13

30

15

30

談
だ
け
。
内
容
等
を
事
前
に
要
連
絡
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

冗
佐
世
保
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

緯
　
・
4
4
3
9

22
中
小
企
業
金
融
公
庫
出
張
相
談

　
と
き
＝
4
月
2
日
　
～
　
時
　
と

13

15

こ
ろ
＝
佐
世
保
商
工
会
議
所

冗
佐
世
保
商
工
会
議
所

緯
　
・
6
1
2
1

22

18

市道の安全確保のためお知らせください
勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝

こんなときは市役所道路維持課へ
・市道に穴が開いているとき
・道路の損傷等の異常を見つけたときなど
　
こんなときは市役所土木部管理課へ　
・市道の照明灯（街灯）が消えているとき
・道路上に足場等の仮設、看板等の設置、河川へ
　の橋の設置など道路・河川を占用（使用）すると
　きなど

※市が許可した物には
　このシールが張ってあります。

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　
不
動
産
の
売
買
、
相
続
、
賃
貸
借
、

担
保
、
訴
訟
な
ど
の
相
談
に
無
料
で

応
じ
ま
す
　
と
き
＝
4
月
1
日
　
～
10

　
時
　
と
こ
ろ
＝
佐
世
保
交
通
会
館

16（
栄
町
）
※
予
約
不
要

冗
長
崎
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

緯
0
9
5
・
8
2
2
・
3
4
7
1

新
し
い
長
崎
県
立
大
学
が
誕
生

　
4
月
1
日
付
で
長
崎
県
立
大
学

（
川
下
町
）と
県
立
長
崎
シ
ー
ボ
ル
ト

大
学（
西
彼
杵
郡
長
与
町
）が
統
合
し
、

新
し
い
県
立
大
学
が
誕
生
し
ま
す
。

経
済
学
部
を
置
く
佐
世
保
校
と
、
国

際
情
報
学
部
と
看
護
栄
養
学
部
を
置

く
シ
ー
ボ
ル
ト
校
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

冗
長
崎
県
立
大
学
企
画
広
報
課

緯
　
・
5
8
5
6

47
就
学
一
時
金
の
貸
し
付
け
希
望
者

　
対
象
＝
4
月
に
大
学
、
短
大
、
専

修
学
校（
修
業
年
限
2
年
以
上
）に
進

学
を
予
定
し
て
い
る
お
子
さ
ん
を
持

つ
市
内
在
住
者
　
貸
付
額
＝
三
十
五

万
円
　
申
し
込
み
＝
3
月
3
～
　
日
31

に
教
育
委
員
会
総
務
課
へ
　
返
還
＝

貸
し
付
け
後
1
年
間
は
据
え
置
き
、

　
年
以
内
に
全
額
を
年
賦
、
半
年
賦
、

10月
賦
で
返
還
　
※
詳
し
く
は
お
尋
ね

を
。

冗
市
教
育
委
員
会
総
務
課

市
・
県
の
大
学
奨
学
生

　
①
市
　
対
象
＝
市
内
在
住
者
、
ま

た
は
そ
の
お
子
さ
ん
で
、
大
学
、
短
大
、

専
修
学
校（
修
業
年
限
2
年
以
上
）に

進
学
予
定
ま
た
は
在
学
中
の
人
　
貸

与
額
＝
月
額
二
万
円
　
②
県
　
対
象

＝
県
内
に
1
年
以
上
在
住
し
て
い
る

人
の
お
子
さ
ん
で
、
4
年
制
大
学
に

進
学
予
定
ま
た
は
在
学
中
の
人
　
貸

与
額
＝
国
公
立
大
師
月
額
四
万
千
円
、

私
立
大
師
四
万
七
千
円
　
申
し
込
み

＝
①
②
と
も
3
月
　
日
～
4
月
　
日

10

30

に
教
育
委
員
会
総
務
課
へ
　

冗
市
教
育
委
員
会
総
務
課

岡
田
 甲
  子
  男
 記
念
奨
学
財
団
奨
学
生

き
 
ね
 
お

　
対
象
＝
4
月
に
大
学（
院
）・
短
大

（
高
専
）・
専
修
学
校（
高
卒
）へ
進
学

予
定
で
、
保
護
者
の
住
所
が
県
内
に

あ
る
学
生
　
貸
与
月
額
＝
大
学
・
短

大
額
四
万
六
千
五
百
円
▽
専
修
学
校

額
四
万
千
円
　
募
集
期
限
＝
4
月
　30

日
　
返
還
＝
貸
与
終
了
か
ら
6
カ
月

経
過
後
、
貸
与
期
間
が
2
年
以
内
の

人
は
5
年
以
内
に
、
そ
れ
以
外
は
　10

年
以
内
に
返
還（
利
息
な
し
）　
※
詳

し
く
は
お
尋
ね
を
。

冗
岡
田
甲
子
男
記
念
奨
学
財
団

緯
　
・
0
0
1
1

24
均
等
・
両
立
推
進
企
業
表
彰
候
補
企
業

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
女
性
労
働
者

の
能
力
発
揮
を
促
進
す
る
た
め
の
取

り
組
み
や
、
仕
事
と
育
児
・
介
護
の
両

立
支
援
を
推
進
し
、
他
の
模
範
と
な

る
企
業
を
表
彰
し
ま
す
。
詳
し
い
募

集
内
容
や
応
募
方
法
は
、
同
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
を
。

冗
長
崎
労
働
局
雇
用
均
等
室

緯
0
9
5
・
8
0
1
・
0
0
5
0

青
年
国
際
交
流
事
業
の
参
加
者

　
内
容
＝
国
際
青
年
育
成
交
流
、
日

本
・
中
国
青
年
親
善
交
流
、
日
本
・

韓
国
青
年
親
善
交
流
、
世
界
青
年
の

船
、
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
　
※
詳

し
く
は
お
尋
ね
を
。

冗
県
教
育
庁
生
涯
学
習
課

緯
0
9
5
・
8
9
4
・
3
3
6
5

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
・

海
洋
少
年
団（
B
G
S
会
）の
新
入
団
員

　
訓
練
見
学
や
体
験
入
団
も
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
3
団
合
同
の
交

流
会
や
キ
ャ
ン
プ
、
奉
仕
活
動
な
ど

も
あ
り
ま
す
　
対
象
＝
小
学
1
年
生

以
上
　
※
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。

冗
佐
世
保
海
洋
少
年
団
事
務
局

緯
　
・
5
0
9
4
　
　

31
米
海
軍
佐
世
保
基
地
内
大
学
の
学
生

　
募
集
校
＝
①
セ
ン
ト
ラ
ル
・
テ
キ

サ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ（
短
大
）　
②
メ

リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
　
③
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
大
学
院
　
応
募
期
間
＝
4
月
　
日
21

～
6
月
2
日
　
応
募
資
格
＝
日
本
国

籍
を
持
つ
長
崎
県
民
、
①
②
高
校
卒

業
者
か
同
等
の
学
力
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
人
、
③
大
学
卒
業
者（
成
績
証

明
証
G
P
A
2
・
5
以
上
）で
、
3
年

以
上
の
就
業
経
験
が
あ
る
人
　
※
①

～
③
の
い
ず
れ
も
、
英
語
能
力
検
定

試
験（
T
O
E
F
L
な
ど
）の
成
績
が

条
件
に
含
ま
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
お

尋
ね
を
。

冗
市
役
所
基
地
対
策
課
内
・
米
海
軍

　
佐
世
保
基
地
内
大
学
就
学
実
行
委

　
員
会
事
務
局

19

PU
BLIC

 RELATIO
N
S SA

SEBO
 2008_3

（
3
月
8
日
以
降
分
）

玉
野
記
念
場
外

　
　
　
　
　
　
  3
月
8
・
9
・
　
・
　
10
11

日
本
選
手
権（
静
岡
）場
外
 

　
　
　
　
　
  　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　

18
19
20
21
22
23

本
場
Ｓ
級
開
催
・
は
っ
ぴ
ぃ
F
M
杯
   

 　
　
　
　
   　
　
　
　
   　
・
　
・
　

24
25
26

別
府
Ｓ
級
場
外
　
     　
  　
・
　
・
　

29
30
31

※
4
月
の
開
催
日
程
は
電
話
で
お
尋
ね
を
。

緯
　
・
4
7
9
7

31


